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「
道
路
の
開
鑿
か
い
さ
く

は
蝦
夷
地
経
營
上
の
急
務
な
り
。

而
し
て
東
蝦
夷
地
は
前
幕
領
時
代
に
於
て
處
々
開
鑿
し
て
、

海
岸
一
帯
の
地
は
、人
馬
を
通
ず
る
に
至
り
し
ど
も
、

其
の
他
の
地
は
僅
に
小
部
分
の
開
鑿
に
止
り
、

堀
利
煕
と
し
ひ
ろ

は
道
路
開
鑿
の
計
劃
を
な
し
、蝦
夷
地
國
號
選
定
の
件
と
共
に
、之
を
大お
お

目め

付つ
け

、

勘
定
奉
行

か
ん
じ
ょ
う
ぶ
ぎ
ょ
う・
目
付
・
勘
定
吟ぎ
ん

味み

役
に
謀
り
、其
同
意
を
得
て
、

安
政
二
年
四
月
十
一
日
意
見
書
を
幕
府
に
提
出
」（『
北
海
道
史
』）し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
開
鑿
さ
れ
た
山
道
の
中
に

「
黒
松
内

く
ろ
ま
つ
な
い

山
道
」が
あ
る
。

黒
松
内

く

ろ

ま

つ

な

い

山
道

―
国
道
五
号
・
道
道
寿
都
黒
松
内
線
・

国
道
二
二
九
号
―
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安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
、
西
海
岸
沿
い
に
は
多
く
の
山
道
が
開
削
さ
れ

た
。「
堀
奉
行
の
道
路
開
さ
く
の
方
針
を
受
け
て
山
道
、
新
道
、
難
所
越
え
、
場
所
内
道
路
な
ど
十

三
線
を
開
い
た
が
、
黒
松
内
山
道
は
そ
の
嚆
矢

こ
う
し

を
な
す
も
の
」（『
黒
松
内
町
史
上
』）
で
あ
っ
た
。

堀
奉
行
の
意
見
書
は
、
箱
館
か
ら
長
万
部
、
虻
田
の
山
の
中
間
を
過
ぎ
、
勇
払
か
ら
千
歳
川
、
石

狩
川
へ
そ
し
て
、
天
塩
川
の
水
源
を
通
っ
て
枝
幸
、
網
走
に
至
る
大
道
を
開
き
、
こ
れ
を
本
街
道
と

す
る
。
そ
し
て
従
来
の
東
西
海
岸
道
路
は
脇
街
道
と
し
、
本
街
道
と
支
道
を
開
い
て
連
絡
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
「
開
鑿
は
急
速
に
成
功
し
難
き
を
以
て
、
漸
を
以
て
口く

ち

蝦
夷

え

ぞ

よ
り
奧
蝦
夷
地
及
ば
さ
ゞ
る

べ
か
ら
ず
。
而
し
て
差
向
の
急
務
は
長
萬
部
よ
り
黒
松
内
を
經
て
壽
都

す
っ
つ

、
磯
谷
に
新
道
を
開
き
、
磯

谷
以
北
増
毛
迄
、
處
々
山
路
を
開
鑿
し
、
以
て
宗
谷
、
斜
里
に
達
す
る
に
あ
り
」
と
し
た
。

そ
し
て
「
其
の
業
實
に
容
易
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
先
ず
黒
松
内
道
並
に
西
蝦
夷
地
海
岸
の
難
所
を

開
鑿
し
、
東
海
岸
の
道
路
と
相あ

い

俟ま

ち
て
全
道
を
一
周
し
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
箱
館
か
ら
長
万
部
・
黒
松
内
を
経
て
西
海
岸
の
所
々
に
新
道
を
開
き
、
山
道
を
開
削
し
て

宗
谷
・
斜
里
に
達
す
る
よ
う
に
す
る
の
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
其
道
路
は
、
官
費
を
以
て

せ
ず
、
各
場
所
請
負
人
を
し
て
之
を
開
鑿
寄
附
せ
し
め
、
其
小
部
分
の
み
橋
錢
を
以
て
經
費
を
償
ふ

の
法
に
よ
り
、
出
願
者
に
許
可
し
た
り
。
顧
ふ
に
、
前
幕
領
時
代
に
在
り
て
は
、
官
費
を
以
て
開
鑿

せ
し
に
、
今
之
を
請
負
人
に
負
擔
せ
し
め
し
は
、
此
地
方
は
何
れ
も
好
場
所
に
し
て
、
請
負
人
の
資

力
能
く
之
に
堪
へ
し
を
以
て
な
り
。
又
鰊

に
し
ん

出
稼
漁
民
が
請
負
人
を
助
け
、
開
鑿
に
從
事
せ
し
功
勞
の

亦
少
な
し
と
せ
ず
。
斯
く
て
黒
松
内
山
道
・
雷
電
嶺
・
余
市
岩
内
間
は
、
安
政
三
年
竣
功
し
、
小
樽

錢
凾
間
、
濃
晝

ご
き
び
る

山
道
、
阿お

冬ふ
ゆ

山
道
は
同
五
年
竣
功
し
、
尚
石
狩
對
雁

つ
い
し
か
り

間
、
錢
凾
千
歳
間
も
同
年
開
鑿

せ
り
」（『
北
海
道
史
』）
と
い
う
よ
う
に
「
黒
松
内
山
道
を
経
由
、
西
海
岸
を
北
上
し
て
宗
谷
に
至
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る
線
の
難
所
、
驚
く
よ
う
な
早
さ
で
開
さ
く
を
み
て
い
る
」（『
黒
松
内
町
史
上
』）
の
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
長
万
部
か
ら
黒
松
内
を
経
る
道
を
黒
松
内
越
と
称
し
た
。
第
一
次
幕
領
期
の
頃
（
寛
政
一
一

年
〜
文
政
四
年
＝
一
七
九
九
〜
一
八
二
一
）
に
は
、
黒
松
内
に
礼れ

文ぶ
ん

華げ

ア
イ
ヌ
の
ヲ
ベ
フ
キ
が
一
人

住
ん
で
い
て
、
往
来
す
る
者
を
木
賃
に
泊
め
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
後
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

に
は
、
松
前
城
下
の
利
右
衛
門
が
ア
イ
ヌ
の
エ
ヒ
ソ
、
ラ
ム
カ
ク
シ
、
シ
ネ
ハ
ン
コ
と
い
っ
し
ょ
に
、

谷
地
に
木
を
並
べ
、
川
に
橋
を
架
け
る
な
ど
し
て
道
路
の
手
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
幕
府

が
再
び
蝦
夷
地
を
直
轄
す
る
と
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
黒
松
内
越
に
馬
車
の
通
じ
る
新
道

が
築
造
さ
れ
た
。
長
万
部
〜
黒
松
内
間
は
、
中
の
郷
の
源
兵
衛
、
千
代
田
の
才
太
郎
、
一
本
木
の
新

兵
衛
、
庚
申
堂
の
儀
兵
衛
と
い
う
箱
館
在
の
四
人
が
箱
館
奉
行
に
出
願
し
て
築
造
し
た
」（『
北
海
道

道
路
史
』）。

黒
松
内
山
道
は
「
長
万
部
か
ら
長
万
部
川
に
沿
つ
て
北
上
し
、
稻い
な

穂ほ

峠
を
越
え
、
黒
松
内
か
ら

朱
太

し
ゅ
ぶ
と

川
に
沿
つ
て
下
り
、
河
口
で
分
か
れ
て
歌
棄
と
寿
都
と
に
至
る
道
路
で
、
東
西
海
岸
を
連
絡
す

る
要
路
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
寛
政
・
文
化
の
頃
ま
で
は
山
獵
や
ま
か
り

を
な
す
者
の
外
は
こ
れ

を
越
す
者
は
な
か
っ
た
が
、
西
蝦
夷
地
の
漁
業
の
發
達
に
よ
つ
て
漁
夫
達
が
、
春
積
雪
を
踏
ん
で
通

行
す
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
、
利
右
衛
門
と
い
う
者
が
黒
松
内
に
土
着
し
、
木
賃
宿
を
營
み
渡
船
を

兼
ね
て
一
人
か
ら
渡
賃
十
三
文
づ
つ
を
徴
収
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（『
北
海
道
交
通
史
』）。

工
事
は
長
万
部
か
ら
朱
太
川
渡
船
場
ま
で
を
箱
館
の
福
次
郎
と
千
代
田
村
の
才
太
郎
が
担
当
、
渡

船
場
か
ら
追
分
ま
で
は
桝
屋
栄
五
郎
が
費
用
を
出
資
し
、
父
の
定
右
衛
門
が
受
け
持
っ
て
開
削
し
た

も
の
で
あ
る
。

『
北
海
道
史
』
に
は
「
長
萬
部
・
磯
谷
間
約
十
里
に
し
て
、
東
西
海
岸
を
連
絡
す
べ
き
要
所
た
り
と

雖い
え
ど

も
、
從
來
道
路
な
く
、
唯
春
季
漁
夫
等
積
雪
を
踏
み
て
通
行
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
安
政
三
年
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箱
館
の
福
次
郎
、
千
代
田
村
の
才
太
郎
の
二
人
共
同
し
て
、
長
萬
部
黒
松
内
間
六
里
餘
を
開
鑿
せ
ん

こ
と
を
出
願
し
、
資
を
勇
拂
場
所
請
負
人
山
田
文
右
衛
門
に
仰
ぎ
て
成
功
せ
り
、
架
橋
三
十
八
、
旅

客
一
人
よ
り
一
橋
に
付
錢
三
文
、
総
計
百
十
四
文
を
徴
し
、
以
て
其
費
を
補
し
た
り
。
黒
松
内
よ
り

歌
棄

う
た
す
つ

に
至
る
四
里
は
、
歌
棄
場
所
請
負
人
桝
屋
榮
五
郎
（
姓
は
佐
藤
）
の
父
定
右
衛
門
出
願
し
、
私

費
を
損
て
開
鑿
せ
り
。
定
右
衛
門
率
先
開
鑿
の
功
を
以
て
一
代
苗
字
を
稱
す
る
を
免
さ
れ
、
一
生
の

内
二
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
た
り
。
以
上
の
工
事
は
五
月
に
始
ま
り
て
十
二
月
に
終
れ
り
」
と
す
る
。

箱
館
奉
行
は
幕
府
に
上
申
し
て
「
蝦
夷
地
開
拓
の
趣
旨
を
奉
じ
、
巨
額
の
私
費
を
投
じ
て
道
路
を

開
鑿
し
た
れ
ば
」
と
し
て
、
幕
府
か
ら
「
一
代
苗
字

み
ょ
う
じ

差

免
一
生
涯
二
人
扶
持
を
賜
ふ
　
福
山
佐
藤
定
右
衛
門
、

一
代
苗
字
差
免
　
歌
棄
磯
谷
請
負
人
　
佐
藤
榮
五
郎
」

と
い
う
褒
賞
を
賜
っ
た
。

し
か
し
才
太
郎
と
福
次
郎
の
両
人
は
「
自
費
開
鑿
と

雖
も
、
橋
錢
を
徴
収
す
る
を
以
て
幕
府
よ
り
賞
賜
な
く

唯
箱
館
奉
行
よ
り
賞
詞
を
賜
り
し
の
み
」
で
あ
っ
た
。

な
お
箱
館
奉
行
堀
織
部
正
利
煕

お
り
べ
の
し
ょ
う
と
し
ひ
ろ

は
、
佐
藤
父
子
の
功

を
賞
し
た
制
札
を
山
筋
に
立
て
、通
行
人
に
周
知
し
た
。

そ
れ
に
は

覚
　
黒
松
内
よ
り
ヲ
タ
ス
ツ
迄
　
此
山
道
は
松
前
枝

ヶ
崎
町
佐
藤
榮
五
郎
其
父
定
右
衛
門
等
御
國
報
恩
の

爲
と
て
一
家
の
力
を
以
て
安
政
三
年
秋
開
き
し
也
。

其
前
は
草
木
生
い
志
け
り
流
れ
道
を
遮
き
り
た
ま
た

佐藤父子の功を賞した制札「覚」
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ま
通
路
を
な
す
も
の
い
た
く
難
儀
せ
し
に
、
今
斯
も
牛
馬
ま
で
心
安
く
往
來
す
る
事
永
久
の
功
徳

少
な
か
ら
す
其
の
功
を
賞
し
賜
へ
る
を
父
子
共
苗
字
御
免
を
蒙
り
定
右
衛
門
に
は
御
扶
持
さ
へ
下

し
賜
り
ぬ
　
其
の
由
を
以
て
し
往
來
の
諸
人
に
示
す
　
巳
六
月

と
あ
っ
た
。
こ
の
制
札
は
現
在
の
白
炭
し
ら
す
み

に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
今
こ
の
地
に
「
制
札
一
番

地
」
の
地
名
が
残
さ
れ
、
後
世
に
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
札
は
昭
和
六
二
年
一

一
月
に
復
元
建
立
さ
れ
、
道
路
開
削
の
栄
誉
が
案
内
板
に
記
さ
れ
て
い
る
。

武
四
郎
は
「
此
新
道
の
入
用
莫
大
の
事
な
り
と
聞
て
『
千
萬
の
　
こ
が
ね
は
も
の
か
　
か
し
こ
く

も
　
國
の
寳
は
　
道
に
し
か
め
や
』
と
」
詠
ん
で
残
し
て
い
る
。

姫
路
の
儒
者
・
菅
野
潔
は
安
政
四
年
山
道
を
通
過
し
て
、
道
路
開
削
の
顛
末
、
道
筋
の
地
名
や
地

理
を
案
じ
た
撰
文
「
黒
松
内
新
闢
山
路
碑
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
安
政
丙
辰
六
歳
、
織

部
正
堀
公
爲
箱
館
奉
行
、
到
任
月
餘
北
地
諸
路
肇
闢
、
其
功
最
鉅
而
役
最
速
者
、
莫
黒
松
内
一
路
若

也
‥
‥
箱
館
賈
人
定
右
衛
門
者
、
年
老
而
有
氣
‥
‥
敢
不
謹
奉
命
公
曰
善
、
乃
退
而
書
之
」
と
あ
る
。

こ
の
撰
文
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
碑
を
建
立
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
碑

は
建
立
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
撰
文
を
読
む
と
当
時
の
苦
労
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
当
時
を
し
の

ぶ
道
路
開
削
の
記
念
と
し
て
、
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
な
お
こ
の
碑
文
の
作
者
菅
野
潔
は
白
華
と

号
し
、
姫
路
藩
の
儒
者
と
な
り
安
政
三
年
本
道
に
遊
歴
、
翌
四
年
に
還
る
。
こ
の
「
黒
松
内
新
闢
山

路
碑
記
」
と
い
う
も
の
は
一
二
八
六
字
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

安
政
四
年
二
月
に
は
、
長
万
部
か
ら
西
蝦
夷
地
へ
の
新
道
、
い
わ
ゆ
る
黒
松
内
越
が
竣
功
し
た
こ

と
に
よ
り
「
新
道
近
在
で
の
田
畑
開
発
、
旅
籠
は
た
ご

渡と

世せ
い

、
木
賃
宿
経
営
を
許
可
し
、
文
久
元
年
（
一
八
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六
一
）
に
は
東
蝦
夷
地
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
で
の
旅
人
改
め
を
廃
止
し
、
蝦
夷
地
往
来
を
自
由
に
し
た
」

（『
北
海
道
道
路
史
』）
も
の
で
あ
っ
た
。

武
四
郎
の
『
再
航
蝦
夷
日
誌
』
に
は
、
ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
の
休
所
は
大
変
大
き
な
建
物
で
あ
っ
て
、

春
の
出
稼
ぎ
、
そ
の
出
戻
り
の
時
期
に
は
一
日
二
〇
〇
人
か
ら
三
〇
〇
人
を
下
ら
な
い
漁
民
が
宿
泊

し
、
板
の
間
に
薄
縁

う
す
べ
り

を
敷
き
、
二
間
四
方
の
囲
炉
裏
に
枯
木
を
焚
い
て
暖
を
と
っ
た
と
い
う
賑
い
を

見
せ
て
い
た
。
武
四
郎
は
ま
た
、
山
越
内
は
大
変
な
人
で
正
月
か
ら
二
月
ま
で
は
一
日
人
別
改
め
が

一
万
人
に
及
び
、
長
万
部
ま
で
の
海
浜
は
一
条
の
蟻
道
の
よ
う
に
黒
く
な
っ
て
絶
え
間
な
く
人
が
行

き
目
を
見
張
る
思
い
と
記
述
し
て
い
る
。

黒
松
内
山
道
は
、
は
じ
め
「
黒
松
内
越
え
」
と
公
称
さ
れ
た
。
道
路
開
通
後
は
「
黒
松
内
越
え
山

道
」
と
か
「
黒
松
内
山
道
」
と
併
称
さ
れ
た
。
こ
の
「
越
え
」
と
は
「
稲
穂
峠
越
え
を
、
山
道
は
内

陸
路
を
意
味
し
て
い
る
」（『
黒
松
内
町
史
』）。

こ
の
時
の
橋
は
長
万
部
か
ら
黒
松
内
に
至
る
六
里
の
間
に
三
八
箇
所
、
熱
郛
渡
口
か
ら
追
分
に
至

る
二
里
の
間
に
八
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
道
路
を
横
断
し
て
い
る
川
が
多
か
っ
た
た
め
「
大
雨
や
雪

解
け
水
に
よ
る
道
床
の
決
壊
が
多
く
、
幕
末
に
一
度
修
復
さ
れ
た
が
‥
‥
明
治
二
年
こ
ろ
は
相
当
の

難
路
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
開
拓
使
は
明
治
四
年
以
降
次
の
よ
う
に
改
修
さ
れ
」（『
黒
松
内
町
史
』）

た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
四
年
山
道
の
「
艱
難
場
所
の
修
補
」、
同
年
「
道
路
修
繕
と
橋
梁
一
五
か
所

の
架
設
を
、
金
一
一
六
七
兩
一
分
永
二
四
五
文
で
」、
ま
た
、「
長
坂
か
ら
稻
穂
峠
ま
で
の
改
修
を
金

九
八
二
兩
永
五
四
文
を
も
つ
て
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
山
道
官
費
修
理
に
よ
り
、
從
來

か
ら
の
通
行
料
、
一
人
一
錢
一
厘
四
毛
の
徴
収
を
廢
し
た
」
と
す
る
。
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明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
〇
月
、
札
幌
開
府
を
命
じ
ら
れ
た
開
拓
判
官
・
島
義
勇
は
函
館
か
ら

札
幌
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
黒
松
内
山
道
を
通
る
。
黒
松
内
山
道
は
す
で
に
風
雪
の
季
節
で

あ
っ
た
か
ら
通
行
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
難
儀
の
様
子
を
詠
じ
て
い
る
。
初
冬
の

黒
松
内
山
道
は
、
想
像
以
上
に
難
路
で
あ
っ
た
。

こ
の
詩
の
大
意
は
「
黒
松
内
へ
向
か
う
道
は
ま
る
で

水
田
の
よ
う
に
ぬ
か
り
、
足
も
と
を
と
ら
れ
て
転
び
や

す
い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
し
か
も
泥
道
は
凸
凹
が
あ

っ
て
、
馬
の
腹
に
も
及
ぶ
あ
り
さ
ま
、
北
風
に
雪
が
ま

じ
り
、
寒
さ
が
骨
身
に
沁
み
い
る
ば
か
り
で
如
何
と
も

し
が
た
く
、
休
息
し
よ
う
と
し
て
も
近
く
に
人
家
が
な

い
。
元
気
の
旺
ん
な
男
達
さ
え
遂
に
音
を
あ
げ
、
ま
し

て
や
婦
女
子
は
辛
さ
に
泣
き
だ
す
よ
う
な
さ
ま
で
あ

る
」（『
黒
松
内
町
史
下
』）。
す
な
わ
ち
「
明
治
二
年
ご

ろ
は
相
当
な
難
路
に
な
っ
て
い
た
」
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
漢
詩
は
そ
の
時
に
詠
じ
た
も
の
の
一
首
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
四
年
四
月
に
は
、
歌
棄
に
来
往
し
た
斗

み
ち
は
す
い
で
ん
の
ご
と
く
て
ん
ぷ
く
し
や
す
し

ふ
つ
せ
つ
き
ん
じ
が
た
く
い
こ
う
に
い
え
な
し

徑
若
水
田
易
顛
覆
　
風
雪
難
禁
憩
無
家

お
で
い

と
つ
お
う

ば
ふ
く
に
お
よ
ぶ

そ
う
し
は
お
ら
び

じ
よ
し
は
な
く

淤
泥
凸
凹
及
馬
腹
　
壯
士
呼
兮
女
子
哭

当時開削された山道の一例
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南
藩
士
が
こ
の
山
道
の
難
所
を
修
補
し
て
い
る
。

明
治
四
年
一
〇
月
に
、
開
拓
使
の
お
雇
い
外
国
人
技
師
・
ラ
イ
マ
ン
が
こ
の
黒
松
内
山
道
を
通
過

し
て
い
る
。
そ
の
報
文
に
は
、「
新
開
ノ
小
村
ヲ
過
ル
ニ
及
ン
デ
、
殆
ド
失
望
極
マ
レ
リ
。
此
村
ヲ

外
出
シ
タ
ル
後
ハ
、
道
路
凹
凸
ニ
シ
テ
、
凹
部
ニ
ハ
泥
濘

で
い
ね
い

滿
チ
テ
甚
タ
惡
路
ナ
リ
。
是
蓋け

だ

シ
、
土
ノ

軟
カ
キ
所
ヲ
馬
ノ
互
ニ
蹄
跡
ヲ
追
ヒ
行
ク
ヨ
リ
、
生
ゼ
ル
ナ
ラ
ン
。
此
道
路
ハ
、
少
距
離
ノ
外
修
理

を
加
ヘ
ズ
、
路
傍
樹
間
ノ
小
徑
モ
、
一
様
に
惡
ク
、
行
歩
非
常
ニ
遅
ク
シ
テ
、
夕
四
時
半
ニ
至
ル
モ
、

目
指
ス
所
迄
ハ
、
尚
、
凡
二
里
半
ア
リ
キ
。
此
時
、
人
目
ヲ
迷
ハ
セ
ル
、
茶
店
二
軒
ヲ
過
ギ
タ
リ
。

而
シ
テ
、
大
流
ヲ
渡
レ
ル
頃
ハ
、
既
ニ
六
時
過
ニ
シ
テ
、
日
暮
レ
タ
リ
。
夫
ヨ
リ
半
時
間
ニ
シ
テ
、

ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
ノ
客
舎
ニ
近
キ
、
大
流
ニ
達
セ
リ
。
而
シ
テ
、
余
ガ
一
行
ノ
二
人
ハ
、
十
時
頃
迄
着

セ
ズ
、
從
僕
荷
物
モ
同
様
ナ
リ
キ
」
で
あ
っ
た
。
翌
日
「
五
時
半
頃
、
起
出
デ
シ
ニ
、
從
僕
及
ビ
荷

物
ノ
半
バ
、
徹
夜
惡
路
ヲ
越
テ
、
今
少

シ
前
ニ
着
シ
タ
ル
ヲ
聞
キ
、
實
ニ
驚
愕

き
ょ
う
が
く

セ
リ
、
次
ノ
夜
モ
、
誠
實
ナ
ル
從
僕
ノ

同
様
ノ
事
ヲ
爲
セ
リ
」
と
い
う
悪
路
で

あ
っ
た
。

明
治
八
年
に
も
ラ
イ
マ
ン
は
こ
の
山

道
を
通
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
長
万

部
か
ら
黒
松
内
ま
で
は
「
道
路
ハ
險
惡

ナ
レ
ド
モ
、
旱
魃

か
ん
ば
つ

ノ
時
ナ
ル
ヲ
以
テ
修

現如上人北海道巡教錦絵『歌棄の絵図』
－北海道開拓記念館
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理
ヲ
加
ヘ
ザ
ル
モ
大
イ
ニ
良
好
ナ
リ
。
故
ニ
行
客
ヲ
シ
テ
昨
年
ノ
如
キ
驚
ク
ベ
キ
景
況
ヲ
憶
ヒ
起
ス

コ
ト
無
カ
ラ
シ
メ
タ
リ
（
到
底
充
分
ノ
修
繕
ヲ
加
ヘ
ザ
リ
シ
ハ
、
毎
秋
昨
年
ノ
景
況
ニ
至
ル
ベ
キ
ト

雖
モ
）、
斯
ノ
道
路
ハ
險
惡
ナ
リ
ト
雖
モ
、
我
等
ガ
本
日
及
翌
日
、
途
上
ニ
於
テ
人
馬
ニ
遇
タ
ル
ノ

多
キ
ヲ
見
レ
バ
、
此
半
島
ヲ
横
斷
セ
ル
通
路
ハ
人
馬
ノ
往
來
凾
館
、
森
間
ノ
比
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
カ
如

シ
。
此
一
事
ヲ
見
テ
モ
、
此
道
路
ハ
從
前
ノ
如
ク
放
棄
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
」
と
す
る
。
そ

う
し
て
、
修
理
す
る
と
航
路
に
よ
っ
て
半
島
を
廻
る
よ
り
も
距
離
を
減
ず
る
こ
と
に
な
る
と
記
し
て

い
る
。

明
治
一
〇
年
六
月
、
開
拓
使
の
お
雇
外
国
人
・
ホ
イ
ー
レ
ル
が
山
道
を
踏
査
し
て
、
七
里
一
一
町

八
間
（
二
八
・
七
㎞
）
の
間
の
険
坂
を
平
坦
路
に
す
べ
く
計
画
し
て
、
二
六
の
橋
を
架
け
、
翌
一
一

年
に
工
費
三
万
四
、六
九
四
円
で
竣
功
す
る
。
こ
の
山
道
改
修
に
と
も
な
い
、
里
程
を
短
縮
し
か
つ

平
坦
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
壽
都
黒
松
内
山
道
、
長
萬
部
村
よ
り
黒
松
内
村
に
至
る
五
里
餘
、
黒
松
内
村
よ
り
歌
棄
郡
潮
村
へ

三
里
餘
、
從
前
甚
だ
嶮
岨
な
り
し
も
明
治
十
年
修
築
後
甚
だ
便
利
な
り
」（『
北
海
道
道
路
誌
』）
と

な
っ
た
。
こ
の
改
修
で
は
八
九
箇
所
の
橋
が
架
け
ら
れ
、
山
の
手
を
廻
っ
て
い
た
山
道
が
朱
太
川
沿

い
に
改
修
と
な
っ
た
。
こ
の
工
事
の
た
め
「
長
万
部
に
も
多
く
の
労
働
者
が
入
り
こ
み
大
変
に
ぎ
や

か
に
な
っ
た
が
、
喧け
ん

嘩か

、
賭と

博ば
く

が
絶
え
な
い
の
で
寿
都
分
署
か
ら
巡
査
が
派
出
さ
れ
た
」（『
長
万
部

町
史
年
表
』）
と
い
う
。

ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
は
明
治
の
初
め
こ
の
山
道
を
通
り
『
蝦
夷
地
の
中
の
日
本
』
に
「
こ
の
数
年
前
ま

で
、
蝦
夷
で
も
最
悪
の
部
類
に
属
す
る
そ
の
道
路
は
、
そ
の
年
の
季
節
に
よ
っ
て
は
旅
行
者
が
丸
一
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日
、
時
に
は
二
日
か
か
る
と
覚
悟
を
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
に
時
日
が

か
か
る
の
も
、
黒
松
内
ま
で
は
約
六
里
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
距
離
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
潮お

し

路ろ

あ
る
い
は
寿
都
湾
ま
で
で
も
、
三
里
余
計
な
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
こ
も
海
抜
四
百
フ
イ

ー
ト
以
上
は
な
い
こ
の
狭
い
地
峡
部
を
横
切
る
ま
っ
た
く
の
凹
地
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
土
地

の
高
さ
の
せ
い
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
恐
ろ
し
く
道
の
ひ
ど
い
状
態
が
原
因
で
あ
っ

た
。
晩
秋
の
こ
ろ
と
、
そ
れ
に
春
で
さ
え
道
は
全
体
に
わ
た
っ
て
深
い
ぬ
か
る
み
と
化
け
て
し
ま
う

の
だ
っ
た
」
と
あ
る
。

そ
し
て
「
駅
馬
の
轍

わ
だ
ち

の
間
の
土
の
山
を
や
っ
と
の
こ

と
で
越
せ
る
だ
け
足
を
上
げ
、
腹
は
土
の
山
を
こ
す
る

く
ら
い
の
こ
と
は
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
土

が
滑
り
や
す
い
性
質
な
の
で
、
粘
土
や
ほ
か
の
黒
土
の

泥
の
場
所
に
く
る
と
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
た
め
に
何
度
も
転
倒
し
た
。
実
際
、
あ
ん
ま
り
ひ
ど

い
道
だ
か
ら
、
乗
馬
の
旅
行
で
泥
水
を
一
度
な
ら
ず
か

ぶ
ら
ず
に
通
れ
る
者
は
ま
ず
い
な
い
と
言
っ
て
も
よ
か

っ
た
し
、
乗
馬
な
い
し
は
駄
馬
の
小
馬
は
、
こ
の
道
路

の
尽
き
る
所
で
は
文
字
通
り
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
姿
で

や
っ
て
来
た
が
、
そ
の
恰
好
は
ご
想
像
に
お
ま
か
せ
す

る
」
と
す
る
。

「
実
際
、
歩
く
に
は
も
っ
と
も
い
ま
い
ま
し
い
道
だ

が
、
そ
れ
で
も
何
百
、
何
千
人
と
い
う
人
び
と
が
四
季

制札壱番地の案内板
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を
通
じ
て
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
道
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
蝦
夷
島
内
の
こ
の
所
で
東

部
海
岸
か
ら
西
部
海
岸
へ
直
接
横
断
の
唯
一
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
が
そ
の
ル
ー
ト
を

通
ら
な
く
て
な
っ
て
以
来
数
年
前
ま
で
、
何
事
で
も
保
護
政
策
を
と
る
政
府
の
も
と
で
、
こ
う
し
た

状
態
が
そ
の
ま
ま
続
い
た
。
し
か
し
真
中
の
一
部
分
が
徒
歩
の
通
行
人
や
駄
馬
し
か
利
用
で
き
な
い

細
い
丸
太
道
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
を
の
ぞ
い
て
は
、
今
で
は
馬
車
の
通
れ
る
よ
う
な
道
が
建
設
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
道
路
の
良
い
部
分
は
、
所
期
の
利
用
に
供
す
る
た
め
よ
り
も
、
む
し

ろ
見
せ
掛
け
の
た
め
に
造
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
疑
い
も
な
く
、
賢
明
な
心
の
準
備
を
し
て
か
か

る
必
要
が
あ
る
」
と
手
厳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
私
は
こ
の
ル
ー
ト
で
、
本
当
の
意
味
で

の
山
を
越
す
こ
と
は
な
い
と
言
っ
た
よ
う
に
、
の
ぼ
り
は
緩
や
か
な
だ
け
で
あ
る
。
長
万
部
を
出
発

し
た
後
も
ず
っ
と
平
た
い
土
地
が
続
き
、
噴
火
湾
に
注
ぐ
川
の
谷
が
、
そ
こ
を
数
マ
イ
ル
に
わ
た
っ

て
延
び
て
い
る
。
家
が
す
こ
し
ば
か
り
並
ん
で
い
る
所
を
通
り
過
ぎ
た
の
ち
、
分
水
嶺
（
ブ
リ
ッ
ジ

フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
海
抜
三
百
六
十
フ
ィ
ー
ト
、
ラ
イ
マ
ン
に
よ
れ
ば
約
四
百
フ
ィ
ー
ト
）
を
越
え
、

そ
の
次
は
ジ
ブ
ト
〔
朱
太
〕
川
の
支
流
に
向
か
う
が
、
こ
の
川
は
寿
都
湾
に
注
ぎ
、
岸
に
は
黒
松
内

と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
宿
場
が
、
小
じ
ん
ま
り
と
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
川
の
樹
木
の
茂
っ
た
谷
は
、

ク
ゥ
ノ
ン
タ
イ
〔
観
音
岱
〕
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
山
か
ら
道
路
の
東
の
ほ
う
へ
突
き
出

て
い
る
丘
の
上
に
、
い
さ
さ
か
見
栄
張
っ
た
外
観
を
し
た
宿
が
二
軒
あ
り
、
ま
た
石
の
記
念
碑
が
一

基
建
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
に
つ
い
て
は
私
は
知
ら
な
い
」
と
す
る
。

明
治
一
八
年
に
道
路
改
修
工
事
が
起
工
さ
れ
、
翌
一
九
年
六
月
に
竣
工
し
、
長
万
部
と
寿
都
間
に

馬
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。し
か
し
こ
の
山
道
に
は
熊
が
出
没
し
て
危
険
な
の
で
、

郵
便
脚
夫
も
こ
の
間
は
二
人
一
組
と
な
っ
て
ラ
ッ
パ
を
携
行
し
た
。
初
め
は
熊
が
ラ
ッ
パ
の
音
に
驚
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い
て
逃
げ
た
が
音
に
馴
れ
る
と
逃
げ
な
く
な
っ
て
、
郵
便
物
の
配
達
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

か
つ
て
寿
都
と
黒
松
内
間
に
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
〇
月
に
開
通
し

た
、
寿
都
〜
黒
松
間
一
六
・
五
㎞
で
あ
っ
て
、
当
初
は
鰊

に
し
ん

の
輸
送
が
大
半
を
占
め
、
貨
車
か
ら
し
た

た
り
落
ち
る
鰊
油
で
列
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
大
金
鉱
山
が
開
か
れ
、
こ
れ
ら
の

原
鉱
石
の
輸
送
が
仕
事
と
な
っ
た
。
し
か
し
自
由
化
の
あ
お
り
で
昭
和
三
七
年
に
閉
山
と
な
っ
て
し

ま
う
。
か
ろ
う
じ
て
運
営
が
続
け
ら
れ
た
も
の
の
、
昭
和
四
三
年
八
月
に
運
転
が
休
止
と
な
り
、
同

四
七
年
に
地
方
鉄
道
と
し
て
五
二
年
の
事
業
が
幕
を
閉
じ
た
。

こ
の
黒
松
内
山
道
は
、
明
治
三
六
年
一
月
に
「
縣
道
長
萬
部
街
道
」
と
称
し
た
が
、
同
四
五
年
五

月
に
は
「
假
定
縣
道
壽
都
蕨
岱
街
道
」
と
な
り
、
現
在
で
は
、
蕨
岱
・
長
万
部
間
が
国
道
五
号
、
他

の
部
分
が
道
道
寿
都
黒
松
内
線
と
国
道
二
二
九
号
に
な
っ
て
い
る
。

引
用
お
よ
び
参
考
文
献

「
北
海
道
史
」
北
海
道
廳
、
昭
和
一
二
年

「
黒
松
内
町
史
上
」
黒
松
内
町
、
昭
和
六
二
年

「
黒
松
内
町
史
下
」
黒
松
内
町
、
平
成
五
年

梅
木
通
徳
著
「
北
海
道
交
通
史
」
北
方
書
院
、
昭
和
二
五
年

松
浦
武
四
郎
著
・
吉
田
常
吉
編
「
新
版
蝦
夷
日
誌
下
　
西
蝦
夷
日
誌
」
時
事
通
信
社
、
昭
和
五
九
年

「
長
万
部
町
史
年
表
」
長
万
部
町
、
昭
和
四
〇
年

Ｔ
・
Ｗ
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
著
「
蝦
夷
地
の
中
の
日
本
」
訳
者
近
藤
唯
一
、
八
木
書
店
、
昭
和
五
四
年

河
野
常
吉
著
「
北
海
道
道
路
誌
」
北
海
道
廳
、
大
正
一
四
年

「
島
義
勇
漢
詩
集
・
北
海
道
紀
行
」
北
海
道
神
宮
奉
賛
会
、
昭
和
四
九
年


